
流行性嘔吐下痢症（感染性胃腸炎）にご注意ください！ 

 

 

 

 

 

12 月感染症 

・インフルエンザ A （11/29 発症～） 

乳児 15 名 幼児 22 名  

・突発的な発熱 乳児７名 幼児４名 職員１名 

・嘔吐       幼児１名 

１１月末～１２月中旬にかけてインフルエンザ A が

流行しました。園全体の感染者は乳児２６名、幼児

35 名、職員８名です。一年に A 型と B 型どちらも    

感染する可能性もあるので、手洗いと 

うがいの徹底をお願いします。 

新年あけましておめでとうござい 

ます(*^^*)年末年始は家族団らんでゆっくり

過ごせましたか？ 

１１，１２月はインフルエンザが猛威を振るい

ました。本格的な冬の寒さになり雪も降って

きそうですね。生活リズムを整え、寒さに負け

ない健康な体づくりをしていきましょう！ 

☆流行性嘔吐下痢症（感染性胃腸炎）とは？ 

主に、嘔吐や下痢、食欲不振、発熱などの症状をお

こす病気です。原因の７０％はノロウイルス、ロタウ

イルス、アデノウイルス等のウイルスで免疫力が十分

育ってない子どもはかかりやすい病気です。 

 

☆症状は？ 

腹痛・嘔吐・下痢（水のような便）など。ロタウイルス

では白っぽい便が出ることもあります。まれに発熱

することもあります。 

 

☆どうやって感染する？ 

 便から感染します。乾燥した吐物からウイルスが舞

い上がってそれを吸い込むことによっても感染しま

す。 

 

☆予防方法は？ 

 手洗い・うがいです。トイレの後・調理の前後や食

事の前・オムツ交換後等は、特に手をよく洗います。

手を拭くタオルは個人専用にします。 

 下痢が治まっても数週間は便からウイルスがが排

出されるので徹底した手洗いと、オムツ交換に注意

が必要です。 

☆感染時の食事について 

激しい水様の下痢が続いていなければ厳格な食事

制限はありません。乳児は離乳食を一段階落としま

す。幼児は消化しにくいため脂肪の多い食事は控え

ます。 

 

 

 

 

 

 

☆感染した時は・・・？ 

下痢・嘔吐が見られた時は脱水にならないために、

経口補水液（OS-1 など）を飲ませます。様子を見な

がら少量をこまめに与えてください。市販のイオン

水は糖分が多く塩分が少ないため脱水時の電解質

を補えません。 

おすすめの食べ物 

リンゴのすり下ろし、煮リンゴ、大根や

野菜スープ みそ汁・はんぺん入りスー

プ・にゅうめん・うどん・おかゆ など… 

 

☆イオン飲料の作り方 

・ 湯冷まし１リットル ・ 砂糖 40ｇ・食塩３

g で OK です。後はよくかき混ぜて、飲み

やすい温度に調整し、果汁で味付けをす

ればできあがりです。 

☆ご家庭で下痢・嘔吐の症状があった場合は登園を控えてください。水の様な下痢でなくても普段と比べてかなり便がゆる

くなっており食欲がなければ感染性胃腸炎の可能性があります。受診をし、必ず園にお知らせください。ノロウイルスは非常

に感染力が強く集団感染の恐れがあります。抵抗力の弱い乳幼児に感染すると、一気に感染が拡大しますので、ご協力をお願

い致します。 

☆保育園内で衣類が嘔吐や便で汚れてしまった場合は、厚生労働省のガイドラインに従い、感染予防のため園内では洗わず

にビニール袋に入れてお返しをします。ご協力よろしくお願い致します。 

 


